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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，日本人青年のアイデンティティ形成の特質を明らかにすることであった。
18-30歳の日本の青年を，ヨーロッパ，中東，アジアの青年と比較した。
その結果，①日本の青年におけるアイデンティティの形成は，欧米の青年と同様に自己の独自性を明確にする作業であ
ると同時に，他者との関係性の維持についても配慮する作業である；②文化的自己観，精神的健康との関係から見て，
少なくとも18-25歳については，日本の大学生と社会人の間で，アイデンティティの特徴に大きな違いはない；③日本
の青年はヨーロッパの青年よりアイデンティティの模索を長期間行っており，アイデンティティが不安定であることが
明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed at unraveling the feature of identity formation in 
Japanese adolescents and emerging adults. For this purpose, we compared and contrasted the scores of 
identity processes and other relevant indices in Japanese adolescents and emerging adults (18-30 years 
old) with those in European, Middle Eastern, and Asian counterparts.
The results indicated that (1) while Japanese adolescents and emerging adults had developmental needs to 
express one’s own uniqueness, they were also directed to form a sense of identity emphasizing the 
maintenance of harmonious relationships with others; (2) the patterns of relationships among identity, 
self-construction, and well-being were found to be similar between university students and young workers 
in Japan; and (3) Japanese adolescents and emerging adults, as well as Taiwanese and Chinese 
counterparts, were characterized by identity instability, compared with European adolescents and emerging 
adults.
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１．研究開始当初の背景 
(1) アイデンティティの形成は，青年期の発
達における中心的な課題である。発達心理学
の分野では過去 50 年間にわたり，アイデン
ティティ形成・発達に関する多くの研究が蓄
積されてきた。しかし，日本で得られたアイ
デンティティ研究の知見を海外の研究者と
の知的共同体に持ち込もうとすると，様々な
問題が浮かび上がる。例えば，日本人青年に
とって重要なアイデンティティの領域は何
であり，どのような形成プロセスをたどり，
集団主義あるいは相互協調的とされる文化
的価値観と個人の感覚であるアイデンティ
ティをどのように共存させているのかとい
った問題である。この背景には，わが国のア
イデンティティ研究が，独自の問いや測度を
もって展開されてきたうえに，海外の研究の
中に知見を位置づけてこなかったことがあ
る。そのため，日本人青年のアイデンティテ
ィ形成が比較文化的に見てどのような位置
づけにあるのかが分からないという，基本的
な問題が残されたままになっている。この問
題が残されたままでは，国内でいくら知見を
積み上げても，その意味や意義を海外と共通
のベースで評価することができない。そこで
本研究では，日本人青年のアイデンティティ
形成の特質を，比較文化的な視点から明らか
にすることとした。 
 
(2) 研究代表者はこれまで，アイデンティテ
ィ探求に見られる自他の視点の協応のあり
方（「関係性」の観点）から，アイデンティ
ティ形成のプロセスとメカニズムに関する
研究を展開してきた。これらの研究は，文化
を問わずアイデンティティ発達の根底にあ
る共通の特質を明らかにするものであった。
しかし，それにも関わらず，得られた知見の
いくつかには，日本の文化的文脈に見られる
自己や社会性の発達の特質が反映されてい
る可能性があった。また，研究代表者が行っ
た米国と日本の青年のアイデンティティ形
成を比較した研究によれば，アイデンティテ
ィ形成のゴールは米国の青年と共通である
が，日本の青年に特有の，他者（親）との一
体感を土台にした自律性の獲得という道筋
のあることが示唆された。このような成果は
得られているものの，申請者のこれまでの研
究は独自の視点と測度を用いているために，
日本人青年のアイデンティティ形成の独自
性を海外と共通の土壌で十分に明らかにで
きていない。このたび，欧米やアジアで幅広
く用いられ始めた共通のアイデンティティ
の測度を用いた研究の機会と，この測度を用
いて研究を開始した複数の国のアイデンテ
ィティ研究者のコミュニティへの参加が可
能となったので，本研究を申請した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，近年多くの国で急速に普
及しているアイデンティティの測度を用い

て日本人青年のアイデンティティ形成の特
徴を検討するとともに，得られた知見を諸外
国の青年と直接的・間接的に比較して日本人
青年の特質を明らかにすることであった。具
体的には以下の２点を検討した。 
 
(1) 研究１：オランダで開発され海外で広く
用いられ始めた Utrecht-Management of 
Identity Commitments Scale (U-MICS)の日
本版を作成し，この測度を用いて日本人青年
のアイデンティティ形成の特徴を検討する。 
① 研究１−１：大学生について検討する。 
② 研究１−２：働く若者（社会人）について
検討する。 
 
(2) 研究２：得られた知見を諸外国の知見と
比較する。 
① 研究２−１：同時期に共同でデータ収集を
行うイタリアの青年群（大学生・社会人）と
の直接的な比較検討を行う。 
② 研究２−２：時期を異にして収集される
（された）諸外国（西欧・東欧諸国，南米諸
国，米国，中国など）の青年群（大学生）と
間接的な比較検討を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究１ 
① 予備調査：質問項目の邦訳とバックトラ
ンスレーションの手続きを経た後に，日本版
U-MICS（教育領域・対人関係領域）の因子構
造の検討，信頼性および妥当性の確立のため
の質問紙調査を実施した。調査対象者は，日
本の大学生 435 名（平均年齢 20.04 歳）であ
った。妥当性の検討においては，原版の開発
時（Crocetti et al.,2008）とほぼ同じ指標
（自己概念の明確さ，性格特性，親子関係）
を用いた。 
② 研究１−１：日本の大学生 605 名（平均年
齢 20.71 歳）を対象に，アイデンティティ
（U-MICS：教育領域・対人関係領域），文化
的自己観(相互協調性・相互独立性)，自尊感
情，人生満足感，成人形成期（emerging 
adulthood）の意識を測定する質問紙調査を
実施した。調査対象者の学部や年齢構成は，
同時期に調査を実施するイタリアの大学生
と合わせた。 
③ 研究１−２：日本の社会人 354 名（平均年
齢 24.47 歳）を対象に，大学生と同様にアイ
デンティティ（U-MICS：仕事領域・対人関係
領域），文化的自己観(相互協調性・相互独立
性)，自尊感情，人生満足感，成人形成期
（emerging adulthood）の意識を測定する質
問紙調査を実施した。調査対象者の職種や年
齢構成は，同時期に調査を実施するイタリア
の社会人と合わせた。 
 
(2) 研究２ 
① 研究２−１a：アイデンティティ（U-MICS：
教育/仕事領域・対人関係領域），文化的自己
観(相互協調性・相互独立性)，自尊感情，人



生満足感の関連を検討した。分析対象者は，
研究１で収集した日本のデータのうち，
18-25 歳の大学生 588 名および社会人 199 名
であった。 
② 研究２−１ b：成人形成期（emerging 
adulthood）の意識について，日本とイタリ
アの青年の比較検討を行った。分析対象者は，
研究１で収集したデータのうち，18-30 歳の
日本の大学生・社会人 959 名，イタリアの大
学生・社会人 1,513 名であった。 
③ 研究２−２：アイデンティティ形成に関す
る 10 カ国の比較検討を行った。分析対象者
は，研究１で収集した日本とイタリアの大学
生に加えて，ヨーロッパ（オランダ，ポーラ
ンド，ポルトガル，ルーマニア，スイス），
中東（トルコ），アジア（中国，台湾）の 18-25
歳の大学生合計 6,118 名（うち日本人 557名）
であった。用いた尺度は U-MICS（教育領域）
であった。 
 
４．研究成果 
(1) 日本版 U-MICS(教育領域・対人関係領域)
の因子的妥当性と信頼性が確認された。併存
的妥当性については，教育領域では概ね確認
された一方で，対人関係領域では問題が残っ
た。原因を究明したところ，選択した他者に
よって諸変数との関連が異なり，母親を選択
した者では理論的に妥当な結果が得られた
が，それ以外を選択した者ではそのような結
果が得られないことが分かった。これを踏ま
え以後の研究では，対人関係領域の結果の解
釈を慎重に行うこととした。 
 
(2) 日本人青年（大学生・社会人）のアイデ
ンティティ，文化的自己観，精神的健康の関
連について，以下の点が明らかになった。 
① 教育/仕事領域のアイデンティティは相
互独立性とのみ関連するのに対して，対人関
係領域のアイデンティティは相互独立性・相
互協調性の両方と関連が見られた。 
② 相互独立性，アイデンティティ（教育/仕
事領域・対人関係領域）は，精神的健康と関
連が見られた。 
③ 大学生と社会人で結果に大きな違いは見
られなかった。 
④ 以上の結果は，日本人青年は，アイデン
ティティを形成する際に，自己の独自性を明
確にするという発達的な要求を有する一方
で，他者との調和的な関係性を維持すること
に重点を置くアイデンティティを形成する
ことに方向づけられていることを示唆する。 
 
(3) 成人形成期（emerging adulthood）の意
識に関するイタリア人青年との比較によっ
て，以下のような日本人青年（大学生・社会
人）のアイデンティティ形成の特徴が明らか
になった。 
① 日本人青年はイタリア人青年より，18-30
歳という人生の時期を，可能性のある時期と
認識していた。 

② 各国の中で性差と職業差（学生・社会人）
が見られたが，国による差より小さかった。 
③ 以上の結果は，日本人青年がイタリア人
青年より，人生のこの時期をアイデンティテ
ィの模索期であり，社会がそれを容認してい
ると考えていることを示唆する。 
 
(4) 10 カ国比較によって，以下のような日
本人青年（大学生）のアイデンティティ形成
の特徴が明らかになった。 
① アジア（中国，日本，台湾）の大学生は
ヨーロッパの大学生より，アイデンティティ
（教育領域）のコミットメントの得点が低く，
コミットメントの再考の得点が高かった。 
② この結果は，日本の大学生はヨーロッパ
の大学生よりアイデンティティが不安定で
あることを意味する。 
 
(5) 総括すると，本研究の成果は以下の通り
である。 
① 日本の青年におけるアイデンティティの
形成は，欧米の青年と同様に自己の独自性を
明確にする作業であると同時に，他者との関
係性の維持についても配慮する作業である。 
② 文化的自己観，精神的健康との関係から
見て，少なくとも 18-25 歳については，日本
の大学生と社会人の間で，形成されるアイデ
ンティティの特徴に大きな違いはない。 
③日本の青年はヨーロッパの青年よりアイ
デンティティの模索を長期間行っており，ア
イデンティティが不安定である。 
 
(6) 本研究の成果の国内外での位置づけと
インパクトは以下の通りである。 
① 欧米以外の文化圏における青年のアイデ
ンティティ形成がどのようなものであるの
か，ほとんど知見がない。本研究の結果は，
他国と比較し得る世界共通の指標を用いて，
アジア（日本）の知見を提供した世界で初め
ての研究である。 
② 国内のアイデンティティ研究のほとんど
が大学生を対象にしてきた中で，本研究は社
会人も対象にして，そのアイデンティティの
特徴を明らかにした国内初の研究である。 
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